
職業奉仕あれこれ －その６－ 

「職業奉仕はロータリーの根幹か」  

今回ご紹介する資料は、ロータリーの友誌 2017 年Ｖｏｌ．65 1 月号に前橋ロータリ

ークラブの本田博己パストガバナーによる「職業奉仕はロータリーの根幹か？」という

題名での投稿記事です。 

本田氏は「日本の 100 周年のビジョン策定特別委員会」の委員長という要職を務め

られた方ですが、日本のロータリーのビジョンを考える上で、世界のロータリーと日本

のロータリーの意識の相違に危惧され、反発を覚悟の上、こうした記事を投稿された

ものと思います。 

本田氏は記事の中で、日本のロータリアンの職業奉仕感と世界の職業奉仕に対す

る一般的な認識との乖離に警鐘を鳴らされています。我が国での常識は「ロータリー

の樹」が示すように職業奉仕がロータリーの根幹であり、会員一人一人の職業倫理

の向上がロータリー運動の原点であり、本質である、という考えが中心でありました。 

しかし一方では、こうした考えは世界のロータリーの常識とはかけ離れた日本だけ

のものであり、職業奉仕というよりはむしろ職業倫理論といえるものであり、このまま

では日本のロータリーは世界の中で孤立するのではないかと危惧されています。 

この記事に対しては、相当の反響があったことが伺われますが、その一つが、後段

で紹介している 2019 年 Vol.67 1 月号に掲載された明石ロータリークラブの多胡健吾

氏による「日本のロータリーはガラパゴス化したか？」という反論記事でした。 

読み比べてみて双方とも、それぞれに一理あり、この記事だけをもって賛否判断を

することは出来ません。創始者ポールハリスは著書の中で「世界は絶えず変化してい

ます。そして私達は世界と共に変化する心構えがなければなりません。ロータリー物

語は何度も書き替えられなければならないでしょう」と述べていますが、彼ならばどの

ような判断をしてくれるでしょうか。 

 

以 上  

 

                                    2021-22 年度 福山西ロータリークラブ 

                                    職業奉仕委員長   勝 岡  正 剛 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


